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抄録  
 

本研究は，幼児期の運動遊びプログラムへの参加が児童期の運動習慣形成と基礎的

運動能力の発達に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした．なお，本研究では児

童期における走・跳・投能力の発達に特に焦点を当てた．対象者は， つの小学校に通

う および 年生 名で， 走，立ち幅跳びおよびソフトボール投げを行い，記録

を測定した．測定後，ビデオカメラによって記録された映像を観察し，走，跳および

投動作のパターンについて個別に評価した． 走については，ストライド長およびピ

ッチを算出した．比較のため，学年および男女それぞれにおいて， 群（運動遊びプロ

グラム参加者）と 群（運動遊びプログラム非参加者）に群分けを行い，群ごとに相

関関係を検討した．

男子では， 年生のソフトボール投げにおいて 群の方が有意に高値を示した．また，

走においても 群の方が高値を示したが，有意ではなかった．女子では，両学年の

立ち幅跳びおよびソフトボール投げにおいて 群が高値を示したが，有意ではなかっ

た．観察的動作評価得点と記録との関係において， 群では両学年とも全ての種目にお

いて有意な相関関係が認められたが， 群では有意な関係が認められなかった種目がい

くつかあり，相関係数も全体として 群の方が高い傾向にあった． 走において，ス

トライド長やピッチと疾走速度との間に多くの有意な相関関係が認められたが， 群と

比べると 群の方が有意な関係は少なく，相関関係も弱い傾向にあった．

以上のことから，本研究の対象者が実施した幼児期の運動遊びプログラムが，小学

校低学年時の記録や動作の習熟度に対する直接的な影響はそれほど大きくなかった可

能性があるが，プログラムに参加した児童の方が，動作と記録との関係は強い可能性

が示唆された．今後，より中長期的な追跡によってこれらの関係性をより明確にして

いく必要がある．

 
 
 
キーワード：走運動，跳運動，投運動，運動発達  
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１．はじめに 
 

2013 年度に山形県長井市で文部科学省委託事業

の一環としてスタートした「ながいアクティブキッ

ズプロジェクト」は，委託を受けた3年間において，

幼児期の積極的な運動遊びを軸に地域の子どもた

ちの健全な発育を目指してきた．また，2014 年，

2015 年度には笹川スポーツ研究助成を受け，長井

市の 3 歳から 15 歳の生活習慣や体力・運動能力を

追跡し，その結果をプロジェクトの活動内容に反映

させてきた．2016 年度は文部科学省の委託事業と

しては終了したが，長井市独自の施策としてこのプ

ロジェクトが継続されている．このことは，プロジ

ェクトの成果が少しずつ根付いてきているのと同

時に，効果が認識されてきたことを意味している．

特に大きな成果として，これらの測定結果などをフ

ィードバックすると共に，プロジェクトに参加する

保育園・児童センターの保育士等スタッフで構成す

る委員会において定期的に情報交換を行っている

こと，運動プログラムの立案や実施には専門的な立

場の委員も関わるが，多くの場面を現場で考案し実

施していることが挙げられる．一方で，プログラム

の中心となる運動遊びのコンセプトは多様性であ

るため，園庭や遊戯室を活用したサーキット遊び，

リズムダンス運動など多岐に渡っており，昨年度に

は小学校1年生（現在の2年生）の体力は全国平均

と比較して高いことを報告した（鈴木ほか，2016）．
しかしながら，我々の実施するような，特定の運動

に偏らず，通常の保育活動においても大きな負担と

ならないような多様な運動遊びを積極的に促す働

きかけが，例えば走・跳・投といった基本的なスキ

ルの獲得や運動能力への中長期的な影響，すなわち

幼児期の活動が児童期の体力・運動能力や運動習慣

の形成に及ぼす影響については明らかではない．よ

り詳細に影響を検討することは，今後のプログラム

展開はもちろん，モデルを提示していく上でも重要

であると考えられる．そのためにも，このような環

境の中で育った子どもたちを追跡的に調査してい

く必要がある．また，これらの追跡的な検討は，一

般的にいわれている幼児期の活動の重要性や，プレ

ゴールデンエイジ，あるいはゴールデンエイジと呼

ばれる様々な動きの獲得に適した時期に行う活動

の重要性について，直接的に確認しながら，その後

の運動能力の獲得に及ぼす影響についても明らか

にできる可能性がある．幼児期の活動の短期的な影

響と中長期的な影響をデータから捉えていくこと

もまた，それぞれの年代に必要な指導内容の充実に

向けて重要な基礎情報となり得る． 
 

２．目的 
 
本研究は，幼児期から児童期にかけて活用できる

運動プログラムについて，校種間をまたいで具体的

に検討，提供するネットワークづくりを通して，子

どもたちの発達段階に応じた望ましいスポーツ・運

動への取り組み方を提案するために，幼児期の積極

的な運動遊びへの取り組みが小学校進学後の基礎

的運動能力，特に走・跳・投における運動スキルの

発達や運動習慣形成に及ぼす影響を追跡的に検討

する．なお，本報告では特に運動能力・スキルの獲

得と両者の関係に焦点をあて，特に走・跳・投能力

に対する動作の影響を中心に，幼児期にプロジェク

トに参加していた保育施設出身と通常の施設出身

の小学 1・2 年生を比較することで，幼児期の活動

が児童期の運動能力の発達に及ぼす影響について

検討することを目的とした． 
 

３．方法 
 
山形県長井市の 4 つの小学校に在籍する 1 年生

88 名および 2 年生 96 名を対象とした．このうち，

「ながいアクティブキッズプロジェクト」に参加し，

積極的に運動遊びを保育活動に盛り込んだ保育施

設出身の児童をActive群（A群），通常の保育施設

出身の児童をNormal群（N群）とした．測定項目

は身長，体重，50m走，立ち幅跳びおよびソフトボ

ール投げとした．群別の身体特性および対象者数は

表1に示した．これら3つの運動能力の測定は，文

部科学省の新体力テストの方法に則って実施した

（文部科学省，2000）． 
動作の撮影はデジタルビデオカメラ（GC-YJ40，

JVCケンウッド製およびEX-FH25，カシオ製）を

用い，120fpsで撮影した．50m走は，25m地点の

真横で 30m 以上離れた地点にカメラを設置し，ス

タートからゴールまでパンニング撮影を行った．立

ち幅跳びおよびソフトボール投げは試技地点より

側方 15〜20m 程度距離を離した地点にカメラを設

置し，固定した状態で試技を撮影した． 
50m 走のタイムはスタートシグナルと同期され

る光電管システム（ジェスタープロ，ニシ・スポー

ツ製）を使用した．また，対象者の身体標点（全身

23点）を25m地点前後で1サイクル分（2歩分）

座標化し，4点法により実長換算およびWells and 
Winter （1980）の方法で平滑化を行った．その後，

横井（1986）の身体部分慣性係数を用いて身体重心

を算出し，1サイクルに要した時間と身体重心の移

動距離を用いて1歩分のストライド長およびピッチ

を算出した．また，ストライド長を身長で除するこ
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とでストライド長/身長を算出した． 
撮影した映像を，陸上競技を専門とし，日常的に

小学生を含めて指導経験が豊富な大学教員2名と大

学院生1名，スポーツを専門とし，小学生への運動

指導経験を有する大学生 1 名の計 4 名が高本ほか

（2003）の観察的動作評価基準をもとに1〜5点で

評価した．評価はそれぞれ単独で行ったが，同一試

技に対して4名の評価中，2点以上の差が開く試技

はなかった． 
測定された記録および動作得点については平均

±標準偏差で示した．A 群と N 群との比較には対

応のない t検定を用いた．また，各項目間の相関関

係については，ピアソンの相関係数を用いて検討し

た．本研究における有意水準は5%未満とした． 
 
 
表 　対象者の身体特性

年生男子 身長（ ） ± ±

体重（ ） ± ±

年生男子 身長（ ） ± ±

体重（ ） ± ±

年生女子 身長（ ） ± ±

体重（ ） ± ±

年生女子 身長（ ） ± ±

体重（ ） ± ±

群 群

 
 
 
４．結果及び考察 

 
1）対象者が幼児期に実施していた運動プログラ

ム 
表2に対象者が参加していたプロジェクト内容を

示した．運動実践指導は，大学教員等の有識者や指

導を受けた学生から，幼児が直接運動指導を受ける

機会であり，走・跳・投運動を含んだ遊びや鉄棒，

マット運動など様々な運動を実践した．多様な運動

遊びプログラムについては，各施設の環境（園庭や

遊戯室，遊具等の状況）に応じて，各施設の保育士

等が実態に即して作成したものであり，サーキット

運動遊びが主な内容であり，1 回 20〜60 分，週 1
〜3回実施された．また，これらのプログラムは年

3〜4 回程度開催される会議内で各施設間や有識者

によって内容を共有し，会議等で得られた情報をも

とに随時内容は更新されてきている．1年生に関し

ては幼児期に3年間，2年生に関しては2年間参加

していたため，両学年に参加期間の違いが生じてい

た． 
 

表 　幼児期に行われたプロジェクトの内容

年生 年少（ 歳児） 年中（ 歳児） 年長（ 歳児）

年生 年中（ 歳児） 年長（ 歳児） 年生※

体力測定 回 回 回

リズムダンス
講習会

回 回 回

回 回 回

（学生指導 回） （学生指導 回）

※本研究の 年生は 年度までの 年間の参加

週に ～ 回　各保育施設で実施
多様な運動遊
びプログラム

運動実践指導

 
 
 
2）学年・男女別の測定結果および観察的動作評

価得点 
表 3 および図 1〜3 に各測定結果を示した．文部

科学省（2016）より公開されている「平成27年度

体力・運動能力調査」の各学年男女の全国平均と比

較すると，全ての学年，性別および群において，本

測定結果の方が上回っており，本対象者は全国平均

と同等以上の運動能力を有している集団であった． 
 
 

表 　 走，立ち幅跳びおよびソフトボール投げの記録

年生男子 走（秒） ± ±

立ち幅跳び（ ） ± ±

ソフトボール投げ（ ） ± ±

年生男子 走（秒） ± ±

立ち幅跳び（ ） ± ±

ソフトボール投げ（ ） ± ±

年生女子 走（秒） ± ±

立ち幅跳び（ ） ± ±

ソフトボール投げ（ ） ± ±

年生女子 走（秒） ± ±

立ち幅跳び（ ） ± ±

ソフトボール投げ（ ） ± ±

群 群

 
 
 
1年生男子のソフトボール投げにおいて，A群が

N群よりも有意に高値を示した．また，1年生男子

の50m走においてA群の方がN群よりも高値を示

したが，有意な差ではなかった．50m走や立ち幅跳

びは移動運動であり，豊島（1990）は，移動運動は

日常生活において比較的出現しやすい動作である

のに対し，投動作は非日常的な運動であることを指

摘している．また，本プロジェクトに関連して行っ
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た調査では，3〜5 歳の幼児で，各年齢の男女とも

に 25m 走の記録と立ち幅跳びの記録との間には有

意な相関関係が認められているが，両種目とソフト

ボール投げの記録との間には有意な関係が認めら

れないか，認められても弱い相関関係であった（渡

邉，2015）．さらに，投動作は，適切な時期にある

程度の経験や練習を積まないと上達がみられない

とされている（桜井，1997）．1 年生の方が 2 年生

と比較して長期間，そして内容的にも充実したプロ

グラムを経験していることからも，経験の影響が強

く出ると考えられる投種目において，記録に違いが

出たと考えられる． 
また，2 年生と比較すると 1 年生の方がA 群とN

群とで差が大きい傾向にあった．対象者数のばらつ

きがあり，詳細な検討はまだできないが，1 年生は

2 年生と比較してプロジェクト参加期間が長いこと

が影響している可能性が推察できる．一方で，1 年

生と2年生とではプロジェクトを離れてからの期間

にも違いが生じており，プロジェクトによる活動の

残存効果や遅延効果についても明らかにしていく

必要がある． 
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	 女子において，いくつかの項目でA 群の方が高値

を示したものの，有意な差は認められなかった．ま

た，50m 走においては，両学年とも N 群の方が速

かったが，この差も有意なものではなかった．女子

の N 群の人数が少なかったことが結果に影響して

いる可能性は否定できないが，遊びに対する志向お

よびその性差が運動能力に影響することも指摘さ

れており（宮嶋ほか，2010），このことが影響して

いる可能性も考えられる． 
	 表 4 に観察的動作評価得点を示した．全ての動作

得点において，群間に有意な差は認められなかった． 
 
 

	 	  
	  
 
	 結果には示していないが，1，2 年生対象である

こと，幼児期との比較を行えるようにすることを考

慮し，中村ほか（2011）の幼児を対象とした評価基

準を用いても同様に検討したが，群間で差を認める

ことはできなかった．そのため，本研究では児童期
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であること，記録との相関関係がより強く認められ

た高本ほか（2003）の基準を用いて評価した．動作

得点に差が出なかった要因として，本研究で用いた

高本ほか（2003）の動作得点は，小学生対象に開発

されたものではあるが，5段階で評価することによ

り，判断としては同一得点であっても，その得点内

での習熟の差が大きい場合がある．しかしながら，

記録との相関関係や，4名の評価者内でも2点以上

の差がつかなかったことを考慮すれば，評価者の違

いによる影響も小さく，基準としては適切であった

と考えられる． 
表 5 に 50m 走中間点における疾走の各種パラメ

ータを示した．いずれの項目においても群間に有意

な差は認められなかった． 
 
 

年生男子 速度 ） ± ±

ストライド長（ ） ± ±

ピッチ（ ） ± ±

ストライド長 身長 ± ±

年生男子 速度 ） ± ±

ストライド長（ ） ± ±

ピッチ（ ） ± ±

ストライド長 身長 ± ±

年生女子 速度 ） ± ±

ストライド長（ ） ± ±

ピッチ（ ） ± ±

ストライド長 身長 ± ±

年生女子 速度 ） ± ±

ストライド長（ ） ± ±

ピッチ（ ） ± ±

ストライド長 身長 ± ±

群 群

表 　 走中間点の疾走速度，ストライド長，ピッチおよびストラ
イド長 身長

 
 
 
宮丸（2001）に示されている児童期の50m 走に

おける結果と比較すると，ストライド長およびスト

ライド長/身長は1・2年男女，両群とも宮丸（2001）
の値とほぼ同等であるが，疾走速度およびピッチは

低い傾向にあった．宮丸（2001）の値は1980年代

のものであり，当時から比較して 50m 走タイムが

低下していることを考慮すれば，本研究の疾走速度

が低いことは理解でき，本研究対象者のタイムの方

が遅い主な要因はピッチであったと考えられる．宮

丸（2001）のデータから，発育に伴う疾走速度向上

の主な要因は，ストライド長/身長やピッチの変化よ

りも身長が伸びることによるストライド長の増大

にあることが指摘されている．そのため，児童期に

自然な変化が生じるストライド長ももちろん重要

ではあるが，プロジェクトで実施している幼児期か

ら児童期にかけての運動プログラムに素早いリズ

ムの動作や自身の体重を片脚でしっかり支えるよ

うな内容を盛り込むことは，ピッチの発達を促す上

でも有用であると思われる． 
 

3）各測定値間の相関関係 
表6に各測定記録と観察的動作評価得点との相関

係数を示した．A群では，すべての関係において動

作得点が高いほど記録が高いという有意な相関関

係が認められたが，N群においては，いくつかの項

目において有意な相関関係を認めることはできな

かった．また，相関係数そのものに目を向けると，

A群の方が全体的に高い傾向を示していた．対象者

数のばらつきもあるため，一概に係数の高さのみで

論じることはできないかもしれないが，この結果を

考慮すれば A 群の方が動作と記録の関係が強い傾

向を示していたと推察される．そのため，幼児期の

運動プログラムの実践が動作と記録との関係性に

影響を与えていた可能性が考えられる．幼児期の運

動プログラムの実践は，筋力などの体力的要素の発

達を促す可能性はもちろんあるが，動作と記録との

関係をより強くするような働きかけがある可能性

があり，この点を今後より詳細に検討し，この結果

の意味するところを明らかにしていく必要がある． 
 

 

群 群

年生男子 走

立ち幅跳び

ソフトボール投げ

年生男子 走

立ち幅跳び

ソフトボール投げ

年生女子 走

立ち幅跳び

ソフトボール投げ

年生女子 走

立ち幅跳び

ソフトボール投げ

表 　男子における各測定記録と観察的動作評価得点との
相関係数

 
 
 
表 7 に，疾走の項目に関する相関係数を示した．

疾走に関する項目間においても，A群の方が多くの
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有意な相関関係が認められた．本研究で検討してい

るストライド長とピッチはトレードオフの関係に

あり，本研究においてはストライド長の方が速度と

の間でより高い相関係数を示している． 
また，ストライド長そのものの大きさはもちろん

だが，身長に対してどの程度ストライド長を獲得で

きているかを示すストライド長/身長において，A群

では1年生女子を除いて有意な相関関係が認められ

たのに対して，N群では2年生の男子のみ有意な相

関関係が認められた．ストライド長/身長が大きいこ

とは，自身の身体をより効率よく使えていることを

意味し，値そのものについて群間で違いはなかった

ものの，上述した動作得点と記録との関係と同様に，

プログラムが身体の使い方と記録との関係性に影

響を及ぼしていた可能性が考えられる． 
 
 

群 群

年生男子 ストライド長

ピッチ

ストライド長 身長

走タイム

年生男子 ストライド長

ピッチ

ストライド長 身長

走タイム

年生女子 ストライド長

ピッチ

ストライド長 身長

走タイム

年生女子 ストライド長

ピッチ

ストライド長 身長

走タイム

表 　 走中間点の疾走速度とストライド長，ピッチ，ストラ
イド長 身長および 走タイムとの相関係数

 
 

 
５．まとめ 
 
本研究は，幼児期の運動遊びプログラムへの参加

が児童期の運動習慣形成と基礎的運動能力の発達

に及ぼす影響を明らかにすることを目的とし，特に

低学年児童の基礎的運動動作である走・跳・投能力

と動作との関係性に着目した．その結果，幼児期に

運動遊びプログラムに参加していたA群1年生男子

は，通常の活動を行ってきた N 群よりもソフトボ

ール投げにおいて有意に高値を示し，有意ではなか

ったが50m走においても高値を示した．女子では，

有意ではなかったが，両学年の立ち幅跳びおよびソ

フトボール投げにおいて A 群児童の方が高値を示

した．また，観察的動作評価得点においては群間で

有意な差は認められなかったが，観察的動作評価得

点と記録との関係において，A群では両学年男女と

も全ての種目において有意な相関関係が認められ

た．一方で，N群では有意な関係が認められなかっ

た種目がいくつかあり，相関係数も全体としてA群

の方が高い傾向にあった．さらに50m走において，

ストライド長やピッチと疾走速度との間に多くの

有意な相関関係が認められたが，A群と比べるとN
群の方が有意な関係は少なく，相関関係も弱い傾向

にあった． 
以上のことから，本研究の対象者が実施した幼児

期の運動遊びプログラムが，小学校低学年時の記録

や動作の習熟度に対する直接的な影響はそれほど

大きくなかった可能性があるが，プログラムに参加

した児童の方が，動作と記録との関係が強い可能性

が示唆された．しかしながら，この結果の意味する

ところは現時点では十分に明確にはできない．1，2
年生におけるプロジェクト参加期間や離れてから

の期間の影響，中学年や高学年時の運動能力への影

響なども含めて，さらに多角的に継続して追跡して

いくことが必要と考えられる． 
本研究では，対象者1人1人について，3つの種

目の映像から動作局面ごとの連続写真を作成した．

さらに，見本とコメントを付して，全児童および協

力校に対してフィードバックを実施した（図4〜6）．
本研究の対象は低学年のため，児童への直接的な影

響は小さいかもしれないが，動作のポイントを提示

することで，動きのコツをつかむきっかけとなる可

能性はある．また，各小学校で直接児童を指導する

教員にとっても，動きの視点などを提示することは

貴重な情報となる．これまでは，幼児期の取り組み

自体を効果的にしていくことに主眼があり，本研究

も，幼児期の運動遊びがその後の発育・発達に好影

響をもたらすための情報を収集することに目的が

あった．本研究で得られた知見をさらに詳細に分析

し，幼児期の取り組みにフィードバックすることと

合わせて，よい影響を児童期以降さらに増幅してい

けるようなアプローチを検討する必要があろう．さ

らに，これらの活動に参画してきた児童へのその後

の関与の仕方，そして参画していない児童への波及

効果を得るための取り組み方について検討し，幼保

小中の各校種をつなぐ取り組みをさらに検討して

いきたい． 
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図4　50m走のフィードバックシート例  
 

図5　立ち幅跳びのフィードバックシート例  
 

図6　ソフトボール投げのフィードバックシート例  
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